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地方プログラム等検討の進め方
資料３

• 地方が研修を自立して実施

内 閣 府

地 方

研修プログラムの設計・開発
【内閣府で実施】

地域研修（仮称）の企画・運営
【内閣府⇒地方に段階的に移行】

Ｈ
30
年
度

当
面

（Ｈ
31
年
度
〜
）

• 地域別総合防災研修カリキュラム
• 講師派遣
• 研修テキスﾄ、テスト、アンケート
• 募集事務、研修準備
• 研修当日運営、結果まとめ

• 基本形カリキュラムの設定

•地方プログラム（開発）
研修指導要領
標準テキスト
テスト

•講師養成プログラム開発
•講師養成コース開発
•公開用ｅラーニング開発
•研修の能力評価

移
行
期
間

将
来

地域研修（仮称）を実施しながら
地域研修（仮称）のあるべ
き内容、望ましいスキーム
を把握

• 内閣府が研修を企画・運営（地域別総合防災研修）

• 企画調整
• 会場確保
• 募集事務
• 運営
• 講師調整
• 公開ｅラーニングの活用

• 「基本形」カリキュラムの提供
• 主たる運営を実施

内 閣 府

• 企画調整
• 会場確保
• 募集事務

• 「地方プログラム」の提供
• 企画調整支援
• 講師紹介、派遣支援
• 運営支援

内 閣 府

今
後
の
検
討
範
囲

地域研修(仮称)のあり方イメージ

（一部追記）
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講師養成プログラム・コース公開用eラーニング地方プログラム地域研修

令
和
元
年
度

令
和
2
年
度
～

実施団体の募集

提案内容の調整

令和元年度実施団体の決定

研修内容の具体的調整

次年度募集方法の検討

研修の実施

地方プログラム（素案）

研修指導要領

標準テキスト

テスト

有明の丘研修指導要領等
を参考に作成

公募、実施、改善
継続的な改善

望ましいスキームの検討

eラーニングを地域に公
開していく際に生じる可
能性のある課題の把握

課題対応の方向性等の

検討

地方プログラムを受けて
開発・運用

地方プログラムに基づいた
講義ができる講師養成の

検討
（有明との連携・整合）

地
域
研
修
の
あ
る
べ
き
内
容

望
ま
し
い
ス
キ
ー
ム
の
把
握
・
反
映

支援策等の
取込み

実施内容の分析

さらなる
把握・反映

地方プログラム等の検討の進め方

反映

反映

反映

支援策等の取込み

アンケート
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